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経済学研究第32巻第 2号

中国江蘇省南京市江寧県稼陵

人民公社調査分析(2)

139 (415) 

村岡伸秋

目次

t主し iJ';き

第1節概観

第2節歴史 農民の回顧を通して

第3節土地利用と人口・労働力変動(以上前号)

第4節農業生産経営諸要素分析(以下木号)

第5節工業生産の展開基盤

第6節農民の収入と生活

むすび

第4節 農業生産経営諸要素分析

1. 土地単位面積産量上昇を通した労働生産性向上の課題

秩陵人民公社農業生産の特徴は，その基本方針を土地生産性の向上におい

ていることであろう。労働生産性向上の課題は， この土地生産性向上の実現

を通して，達成される課題である。

前号で、見たように，稼陵人民公社は，総人口の 1割強の職員・労働者をも

ち，総産高で農業のそれにほぼ匹敵する工業や独立企業をその内部に擁しな

がら，たく叩、まれな商品食糧供出基地として全国経済にリンクしてきた。第

43表及び第44表は，東旺第2隊と第15隊の食糧分配状況をあらわしたもので

ある。表中，統一買付，協議買付，超過買付の 3つの部分が国家(政府)の

手に入るいわゆる商品食糧である。この商品食糧が総産量に占める割合が食

糧商品化率である。第45表に 2つの生産隊における食糧商品化率と総産量

に対する社員分配の割合(社員分配率)を示した。
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第43表東Ilf第2隊食糧分配 (単位斤)

i総産量
政 府

年

統一資制協議買付|超過賞付|小言十
集 団 社 員

1975 248，622 72，400 14，150 20，426 106，976 37，246 104，400 

1976 312，000 72，400 40，112 47，628 160，140 43，908 107，952 

1977 254，756 72，400 21，930 23，668 117，998 28，356 108，402 

1978 352，772 72，400 20，000 41，800 134，200 94，392 124，180 

1979 346，380 72，4001 35，624 58，194 1~~ ， 2~~1 52，737 127，425 
1980 250，296 72，4001 18，553 90，953 32，593 126，750 

第44表東旺第15隊食糧分配 (単位斤)

政 府
年 総産量

統一買付|協議買付|超過買付|小計
集 団 社 員

1976 265，360 63，600 39，964 46，804 150，368 39，176 75，816 

1977 206，226 63，600 18，434 22，334 104，368 23，490 78，368 

1978 278，863 63，600 6，800 ラ0，600 121，000 75，943 81，920 

1979 273，500 63，600 145，020 48，240 80，240 

1980 196，900 63，600 15，685 79，285 33，160 84，455 

第45表商品化率及び社員分配率(%)

第15隊 第2隊
年
商品化率|分配率|商品化率|分配本

1975 43.0 42.0 

1976 56.7 28.6 51.3 34.6 

1977 50.6 38.0 46.3 42.6 

1978 43.4 29.4 38.0 35.2 

1979 53.0 29.3 47.99 36.8 

1980 40.3 42.9 36.3 50.6 

近年 2つの生産隊の商品化率は40%前後を上下しており， この数字は全

国や江蘇省のそれをはるかに上回っている。多い年では， 50%を超えており，

これは農村人口 1人が都市人口 1人の食糧を賄っていることをあらわしてい

る。公社全体及び東旺大隊の商品化率の歴年統計はないが，公社全体の社員
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第46表公社全体食糧分配率

年 |総産量(万斤)I社員持昇)I割合 ω
1959 1， 839.2 1，122 61.0 

1971 3，851 1，711 44.4 

1978 4，445 1，905 42.9 

1979 4，424 1，809 40.9 

1980 4，142 1，880 45.4 

分配率の変遷は第46表のとおりである。低温と長雨に悩んだ1980年を例外と

して，その比率は低下しており 0978年に発表された政策により，超過購入

分については，買上げ価格が引き上げられたことも影響している)， これか

らは，商品化率の著しい上昇が判断できるであろう。この株陵人民公社全体

にそなわった商品食糧供出基地という役割は，そのこと自体で， この公社が

けっして孤立した自給的な農村なのではなく，農業生産存立基盤を全国経済

や都市経済との深いかかわりの中においていることを意味している。それは

同時に，稼陵人民公社全体に諜せられた，農業生産上の課題が，農業労働者

(農業労働力，農民)が自己及び家族の消費分を超える余剰食糧を恒常的に

産み出しうる労働生産性向上の課題に他ならないことをも物語っている。加

えて，その内部に大量の工業人口を抱えた株陵の場合，彼らの消費する食糧

部分(農村工業等の労働者の食糧については，公社工業の場合，賃金が現金

によって支給され，労働者は政府の統一配給で食糧をうけとる。大隊経営企

業の労働者は， 自分の家が所属する生産隊から食糧を配分されるが， この部

分の食糧費は工業企業から生産隊に現金で、支払われる)についても，それは

当地農民が生産を負担しなくてはならなし、。つまり1"農村人ロ 1人当りの

食糧生産性」を高めることが，農業労働者 1人1人に課せられているのであ

る。

だが，この公社に要請される労働生産性向上の課題にもかかわらず，稼陵

人民公社農業生産経営の諸条件を考えるならば，高度の農業機械化，すなわ

ち労働手段体系への近代的諸技術の導入は， この公社が採用すべき増産措置
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としてはただちには展望されないのである。前号で検討したように，狭小な

耕地に対する過多な労働力の存在は，同公社を含むこの地域一帯に労働多投

入農法の展開を歴史的に強制してきた。このことは，米の二期作を中心とす

る二年五熟制の導入による土地利用の高度化を通した単位面積産量の上昇を

追求することを余儀なくさせる。この点からみる限り，労働生産性向上の課

題は，土地生産性向上の課題に対しては，むしろ従属的な地位に後退させら

れるであろう。限られた耕地に対する過多な人口の存在は，労働手段体系へ

の近代的要素の導入には，マイナスに作用するのであって，えき大な労働力を

抱えた現状では，農業諸機械・諸機具の大量導入はほとんど展望されないの

である。それは，土地から遊離する労働力の吸収という問題を考えればほと

んど制限されていると言ってよいだろう。農業増産の主方向は，これまでも

そうであったように，安定的高収穫を実現する方向に設定されるであろうし

水利濯灘の整備，優良・改良・高収穫品種の導入，組み合わせ耕種体系の改

変，農薬・肥料の多投入という中国農業の精耕細作的伝統を延長・発展させ

る方向にそくしてなされよう。農業生産の各環に近代的農業機械が導入され

る場合も，上述の方向に矛盾しない場合に限られるのである。株陵人民公社

の農業近代化の重点は，それ故，水利・電化・化学化の方面におかれている。

2. 農業増産措置と近代的生産財の投入状況

当公社における増産基本政策は土地生産性の向上を通した労働生産性向上

に求められている。ここでの増産諸措置における主な特徴は，この基本的方

針との関係で，近代的生産財が土地生産性向上を促進する方面に重点をおい

て投入されていることであろう。そして，それに関わるもう一つの特徴とし

て，それら近代的生産財の多くが，都市工業ないし，外部から導入されてい

るということを挙げねばならなし、。株陵人民公社がその農産物供給面におい

て，全国経済や都市経済と深く関わっているとすれば，そこに投入される都

市の近代的生産財は，生産面におけるこの公社の都市経済との関わりを示す

ものである。近代的農業生産手段に関しては，後の工業分析にーよっても明ら

かにされるが，公社の自給率は極めて低い。ここでは，上述の二つの特徴を
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明らかにしながら，当公社の増議議措震における近代的生産財の投入状況を

見ていくことにする。

。労働手段体系への幾業機械・
農業労鱒手段体系への近代的生産財の投入は，やはり，その過多な労{動力

の存:在によって組iとされている。しかし，部分的には，農業機械化は確実に

進んでいるといえるO 第47表から第50表札公社全体，東駐大隊，各生産隊

の録有する農業生産手投状況をまとめた。

年
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まず，耕作は今日でも依然麓婆な設を担っていることが箆てとれる。しか

ら1980年の間にとして漸減傾向にあり，公社会体では， 1971 
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第49表東旺第2隊保有生産手段(単位台など)

年 |とラク引脱穀機lモーター|倉庫|牛房|ポンプ|毒メン川耕牛
1975 3 2 9 3 9 

1976 3 2 9 3 8 

1977 3 3 9 3 600rri' 6 

1978 4 3 9 3 600rri' 7 

1979 2 4 3 9 3 2 600rri' 7 

1980 2 4 3 9 3 2 600m2 ワ
t 

1981 2 6 

第50表東旺第15隊保有生産手段(単位台など)

一一1;子i戸山畑昨路U下司Ffj五pzt
1972 2 

1973 3 I 2 2 

1974 3， 2 2 6 4 

1975 3 2 2 6 4 
4 

1976 3 3 2 6 4 

1977 3 4 2 11 4 120m2 

1978 3 4 2 11 4 2 120m2 4 

1979 2 4 4 2 11 4 2 120m2 18 

1980 2 4 4 2 4 2 20 

1981 2 4' 4 2 11 4 2 120iif 24 

400頭の減少をみている。 1生産隊当りの保有頭数も1980年には 4頭にまで

下がっており，東旺第 2隊でも， 1975年の 9頭から1981年には6頭に減少し

ている。耕牛の減少と対照的に， トラクター，電動機，脱穀機等の諸機械が

近年増えていることは，機械化の進展を意味しているといえよう。 12から20

馬力程度の小型トラクターは，現在公社全体で 275台を保有しており，ほぼ

1生産1隊に 1台の普及をみている。東旺大隊の各隊当り平均台数は1.4台で

あるが，東旺第2隊・第15隊ともに2台の保有であり， この面での機械保有
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率は高い。 1生産隊平均の保有数でトL、えば，会社全体で，税穀機は約2

ターは約1会であり，これに隠しても，東証各離は平均を上沼って

いる。東旺第2隊と第15隊に関しては， 農作業ごとの機械化率合計算した

(第51淡)。これによると，近年，機・競作業が急速に増加している様子が訴

されている。ただ， この数値は，作業面積に対する機械作業:謡積の比率きどあ

らわしたものであり，総作業量に対するものではない。しか込，高い数値守安

部分的に示しているとしても，播種・中耕・収欝号事の農作業の中心的部分に

誌，幾業機械は入りこんでいない。トラクターの稼畿日数は緩めて多いが，

その主要な用途は耕訟を除けば運輸である O 全体としての農業機核化水準は

低いと言わさfるをえない。(なお，築関経営の養寂が，機礎化されている公

社もあると言われるが，当公社はまだそこに至っていない。〉

こうした畿械化の現状からみるかぎり，農作業の多くは入力及び農具にた

よって行われることになる。農民が偶人レベルで所有する農Jえについては，

A家とB霊祭で次のような突講を把援できた。

A家，大釘紀;1 (2克)，小釘紀;40元)，すき;4(8~9 毛)，スコ

ッヅ;4， 07乙2)，鎌;4 (6毛)，胞桶 2対 (15元)， ~歯; 4(7 

B家， 鉄製スコップ 2，鎌 3，蕗把 2，すき 3， ; 1. JJI':!鵠

1対。

これら小農具は， 自留地農作業に思いられるものも含んでいるが，平均約

農家はこうした自家保有農具合もって生産隊の農作業に参加している。(な

おこれら農家保有の農具については， 100%公社内工場の産品である。〉

ところで， トラクタ…をこの去社が初めて導入したのは1964年のことであ

る。この年に，公社全体で12馬カトラグターが5台導入されているが，その

うちの2台は来阪大隊に投入されていたことが判明した。東駐大離は，稼綾

人員会社のやでも，当時から重点のおかれたごた段であったと思われる。東駐

大隊の援年保有状況によれば， 1973年に…挙iこ14台が投入されているが，こ

うじた先進性が先に晃た労欝生渡性の潟さや，産業構造の潟度化に関係した

とみられよう。
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こうした畿業機械化の部分的進行を磯錯した上で，そこに導入された農業

機械等の自給部分(白人民公社の生渡品)と商品部分(外務からの購入品)

の構成を検討することは，この公社と都市経済や全母経済との関わりを解明

し，<この幾村の全体構造を抱擁する上で極めて重喜怒な諜様であるG それはま

農業生産支出における商品校生産手段購入に投下される紫幣支出の構成

に関わってくる問題でもあるc さらに，中閣の人黒公社が，将来的にどのよ

うな農村づくりの方向に向かうのかをはかる上で、も，

第51濠 (1) 東限努~2 隊機械化本(%)
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ロとなるで、あろう O 南京市東方郊外の十月人民公佐のように，島公社内にト

ラクタ…製造工場合もつ慨も存在するのである。

稼稜人箆公社の場合， '農業生産資財余体の自絵本は極めて低い。その都市

ヘめ「依存度」は高いのである。 1964年に導入された12馬力トラクタ -5台

いずれも江蘇省の代表的工業都市常州の産品である。現在も公社内に

修理工場は持ちつつも，その製造・組立工場はなく，外部からの購入によっ

ている。電動機，説穀機等に関しても，術品経済への「依存度Jは100%で

ある。 くただ，現在保有する 275台のトラクターのうち，大工業都市の産出

品は南京市と常州市のものがあわせて 1裂をど占めるだけで，残る 9i1fUは， こ

の公社の一級上の行政単位である江寧県で生産されたものである。

こうした近代的幾業生産手段を外部から購入するということを遜じて，機

械化は，稼陵人誌公社農業生産の都市経済へのF依存Jを深めさせているが，

その傾向はまた，トラクタ戸やディーゼ/レーエンジンの燃料費・謂滑泊費等，

近代的資対の運転費用によっても一層深められているといえるだろう O それ

は単に，農業生産用の鴎定設備を導入したにとどまらず，稼陵人民会社幾業

に，近代化に伴う毎年の経常費目としての計上を強制するのであって，それ

が農産物価格に与える影響もやがては無視できなくなるに違いない。 1980年

この費目で都市へ波出した貨幣は，東旺大隊で 10，1645三，東旺第2隊で631

元，第15~震で 578元にのぼっている。

ii) 水利(電力排水瀧滋〉

当公社での水将官去の困難は，電力排水糠畿が始まった1959年である。現在，

公社経営のものだけで，出力数にして2，850kwの規模の排機ステーシ溜ンを

もち，水路関積は450ム勺鮭ベ水路距離は25k墜を越す。電力による濃畿面

積は約2万ムー，全体水邸面積の57%にあたる。会社全体では，合計36ヶ所

の電力排水譲概ステーシ器ンをもつが〈総出力数約4，800kw)，大型(総出カ

400kw以上)7姦，中製〈間1l0kw前後)13基，小型〈間50kw前後)16墓から

なる。中型以下は生綾大隊が経営する。第52表に公社の竃力排水濯甑ステー

シ丑ン数(J)変fとを掲げるが， 1970年代に入ってからの充実が目立つ，公社化
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基)公社電力排水溶淑ステージョン(単位
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第52表

現中滋大生手
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1970 

iヲ71

1ヲ72

汐73

197毛

iヲ75

1ヲ76

1ヲ77

1978 

197ヲ

1980 

自然災害はこのころ基本的に消滅したという。以前に続発した

耕作体系に会ざける二期作の導入を容易にしたが，こうした水利の

それは農村議化事業と深く額わっている。農村電化L 機械化と罰様に，

る。株稜人民代化のー1~IJ簡であり，菌民経済との結びつきを強める

公社はその独gの発電所をもたない。人民公社のやには， それを持つものも

(政府〉に拠っている。あるが，稼設は電力供給についてもその全て

水田等に対する年鵠の電力護殺による電気料比 L 、1ムーにつき平均7

う回答をえた。治初年の東旺第 21援の操業関係の驚カ費(水利に~l らない，

している。東駆大隊全体で内訳は不明〉は1， 405 完，第15~まは 993

これらも先の運転費用と同様に級常費自のは， 21，963混となっている。

な構成婆素である。

iii)種子議及び改良・罷良績の議入

農業生産に現実に投入される種子は100%自給体制がとられている O 第53
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第53苦笑

公社念
垂ド

対と

i習う5 65 45 

1958 75 55 

iヲ62 77 56 

1966 120 70 

1ヲ72 180 75 

1975 

1976 16，0ヲ。
iヲ77 iヲO 80 16，345 
lヲ78 i告。 80 16，814 
1979 1望。 80 iふ200

1980 190 80 13，8α。

第54表 作付計画及びき実際謝季語 (主執泣 ムー)

目巴

援際

15 

区東. 1976 I 160 165 24 24 20 20 

i争77 365 i 376 165 155 25 30 25 25 
第 1978 370 

333755l I 
160 150 30 35 25 25 

2 
隊 197ヲ 350 155 i予ラ 35 35 25 25 

20 

27 

28 

23 

(20) 

503 468.4 話11.7

460 538.7 55ふ7

831 178.2 529 

563 324.7 437.2 

600 387.5 385 

458.ヲ
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表に穂子量の絶対数量てど示す己株稜公社全体ゼトは，米・変号奈の作物別がえら

れたが，東在会館長では，米・ぎをを合算したものになる。 1979年統計で抱握す

れば，種子援に対する総E去最は，稼E愛人民公社全体で16倍，東旺第2障で18

倍，東旺第15隊で約17椅である o

食駿作物に関してはその高い土地生産性が実現されているが，第54表に

毘られるように，東旺大棒高ヂ東旺第2縁において， 1978年をピ…グにその作

付計務部積が低下してきている。実轄の{予付麗績も類滅傾向にある。東薮第

2畿を例にとって，作付計霞爵績と計器産競合対比したのが第55変である G

主f
面積

1975 350 

1976 %0 

iヲ77 365 

汐79I 350 

1ヲ80i :360 

第55姿三転絞第2隊作付計図(単位，ムー及び斤)

菜

挙態

240 

208 

180 

283 

22ヲ

271 

単純に比較した結巣，計盤上の単位関積産設は基本的に上昇傾向会示してい

るO 作付計爵の作成段轄では，議長手度のi援護状況との相関伎が考えられるか

ら一概には脅えないが， ここには，計額を作成するに当つての単位面積産量

上昇への確信が認められるのである。その重要な要素となるのは，化学探索lf

や農薬の投入，優良・改良・高収穫品種の潜入であろう。 1964年に二年五熟

#llJの試行をはじめ， 1967年以降に させてきた当公社では，米のこ

期作の実行のためにや・晩稲の品種改良に力安注いできたの第56表にその品

種変遷の状況を示す。中・挽綴の品績において，秘めて率いテンポで鑑良・

改良緩が導入されていることが示される。 くなお，稜良・改良穫の導入に際

しでは，種子総識の 5-10%が外部から購入されている。〉

iv)腿料・農薬

ジア一帯に形成された労{数多投入農法は，組み合わ投棄葬種体系と鰐料
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の多投入をもってその特教とする。 1960年代に実行された米のこ二期作を中心

とする二年五熟?慨は，土地へのー需の組料投入を強制している。第57表から

第60表に，肥料・農薬に演する統計さとまとめた。その効用については不明だ

が，室主;量計算でみた場合，n芭料は土記(各穏有機sE料〉、に依存する震合が圧

倒j的である。

第57義務媛人民公社肥料・幾薬投入状況

(尊重佼， 土肥; ;斤)

年 i 米 i 表 |治菜
一一一一一一一一---~-，一一一一一

i時間関1幾楽(持戸学肥料|農薬品i僻犯科i農薬

主ド

※ 1957~62 

※ iヲ63-64

lヲ65

※ iヲ66~7む

※ iヲ71~73

iヲ74

iヲ75

!ヲ76

1977 

1978 

1979 

一一一一※ 

第58表東波大隊肥料・農薬投入状況

こと JlE (担) 化学1隣(元〉

15万-2ラ ヌゴ 3 ， 700~5 ， 000 

22万~25 75 (25，200) 

26 万 27;363 

30 75 (3.5万)

32 万 ラ.475

33 万 70，215 

33 万 60，156 

35.1万 72，586 

35.475 75，858 

37.2万 102，757 

35.4万 105，609 

108，161 

農薬(党7

4，19ヲ

ヲ，868

13，406 
14，205 
14，357 

16，。ヲ6

15，74ヲ
16，ヲ91



中国江蘇省南京市江寧県稼陵人民公社調査分析(2) 村岡 153(429) 

年 蘇媛 29I 29二広幅広元中漸広恰八南大芦公蘇 小農農農桂南?山四京 復 昆火 三[南 媛華阿揚 試 針 揚早立寧新大勝 P 寧寧寧
市南南 」早~邑 粁 76 京 社複 親 墾 更 優優ロ1 稲 月 東 麦麦 山麦熟 麦 黄 利 泊 油油
地問一二九ハ二四ハ且 .幅 十一白干 6I 2 紅盟 花 8 I 2 マl 紅 2 焼 大粒6'1 1 i 1 i 1 757 1 2' I '3 1 '3' 1 1 '3 1 1 Jf 1 ''7' 1 y¥ll 1 15' 1 1:; 
早早号号青早号号倭早早 1早克子号|梗白号号日旦 58I 57早嬬 32 号号 15 嬬|号天|蒸 |2M

1~5~ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 131 15 161 12 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 113 17 180 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1100 

~ ~~~ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I~: 1 I:~'l~' 51 ~ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 I~~ L~ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I~~~ 
~~~~ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

36 
1 I~: I:~ 1，: 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I~: 13~ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I~~~ 

1962 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 151 135 114 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 151 149 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1100 
1963 1100 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 111 127 158 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 138 159 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1100 
1964 1100 1 149 110 141 1 121 167 112 1 195 1 5 
1965 1100 1 116 1 9 175 1 163 133 1 4 1 189 111 
1966 190 110 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 192 1 2 1 1 1 1 131 144 125 1 1 1 1 1 1 1 193 1 7 
1967 185 115 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 191 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 141 155 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 195 1 5 
1968 182 118 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 5 185 1 110 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 137 121 142 1 1 1 1 1 1 1 1 194 1 6 
1969 181 119 1 1 4 176 1 120 1 134 1 159 1 2 1 5 1 194 1 6 
1970 145 155 1 1 4 171 1 12う 1251 123 137 115 1 193 1 7 
1971 13 183 112.51 1.51 1 5 118 1 175 12 1 121 158 120 1 1 1 187 113 
~::: [ [~~ J 2.51~~ [8 [~J ~.5[ [ [ [ [[ [[ [[ [3 [ [74 [16 [7 [ [ [[ [[ [ [[ 15 [6~ [;; [;部 12
的 10.51 :20 141 113.5115 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 168 120 112 1 1 1 1 1 1 I 1 18 1~3 1;; 118 12 14 1 1 1 I~~ 111 13 
1974 1 154 121.6118.41 5 10.510.51 165 117 118 1 137 121 124 17 111 1 181 1 119 

間 15~J 3 I~~ 1:1 J: I.~ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 159 119 122 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15 137 116 142 1 1 1 181 1 119 
開 l ラ :~ I~~' t~ I:~ 1 n I 1 1 1 1 1 1 1 1:: 1 ~ ~ J:: 1 . J 1 _! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I:~ J~~ I:~ 1 . 1. J I:~ I 11~ 1.: 
1977 1 1 1 1 1 115 113 128 142 1 2 1 1 1 1 1 1 1 152 113.5131 11.51 12 1 1 1 1 1 1 1 1 123.5122 149 14 11.51 176 1 16 118 
1978 1 1 1 1 1 1 7 124 1 158 111 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 140 1 114 120 115 111 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16 132 141 1 7 111 13 162 1 1 138 
1979 1 112 113 1 163 112 1 140 1 114 125 115 1 6 1 123 136 1 128 113 158 1 138 1 4 

.511.51 1 1 1 1 1 1 1 1 142 1 1 122 125 1 I 8 13 I 1 1 1 1 1 1 1 117 134 1 124 125 147 1 1 1 127 126 
19811161  178 I I 61  1 1 136 I 1 I 5 124 1 12; 115 1 1 I I 1 I 1 1 

早 析官

第 56表東証大隊優良・改良種の変遷※

中晩稲 油

(%) 

莱

※ この表の数値に関しては照合すべき他の調査資料はない



中国江蘇省南京市江寧県稼陵人民公社調査分析(2) 村岡

第59表東旺第2隊肥料・農薬状況

155 (431) 

l 米 :| l 麦! 油菜緑肥

年 |土日巴叫化学!諮問(雪〉|土 肥|化学肥料|農薬臨!農薬儲

1975 1 23，200 1 2，874 1 705， J ' 1 1，072 i 250 1 120 I 101 120 
1976 124，5001 3，3531 605 1 1 2，000 1 150 1 2701 1301 J8 

1977 1 23，000 1 (3，353) 1 369 1 1 2，200 1 120 1 268 1 70 1 24 

1978' 1 26，0001 .' '3，505 1 ，650 1 '1 2，350 1 255 i 490 l' 128 1.22 
1979 1 24，.0001 4，090 I 650 1 1 2，800 1 255 1 701 1 1281 35. 

別 o135，0001 5，680 1 715 1 (12，000) 1 3，0201 30511，009 ゆ

第60表東旺第15隊肥料・農薬状況

米 麦 油 莱

年
土肥(担〉化1学肥(元料51;農(元薬〉 肥|化学肥料|農薬 土肥i話完 1農薬土

1976 148，800 2，940，7 480 1 (61，440) 1，020 80 17，000 300 50 

l司77 (148，800) 2，745.35 400 (61，440) 1，000 70 14，400 350 30 

1978 198，400 3，725.75 835.86 (61，440) 1，200 120 24，000 400 55 

1979 (198，400) 3，569.57 668.79 (92，160) 1，200 118.7 19，200 379.5 52.47 

1980 200，000 3，944.27 1， 023.26 (92，160) 1，280，75 90，1 17，600 420.7 40.27 

1981 (92，160) 

土肥の土地1単位当りへの投入に関しては，公社全体と東旺大隊の比較が得

られるが，前者においてはムー当り 239.3担で，東旺大隊の 125.4担の 2倍

近くになっている。これが前号で見た土地単位当り産量の差の原因となって

いるか否かは，化学肥料の重量比較ができないために明言できなし、。公社全

体では，化学肥料に関してその重量数値が得られた。それによれば， 1980年

の総投入量は 266万1， 150斤である。 1971年の時点では 156万7，500斤の投

入だから， 10年間で70%あまりも上昇している。東旺大隊の化学肥料使用状

況については，その価格値しかえられなかったが，それによる伸び率は同期

聞についてほぼ2倍である。公社全体での1980年の 1ムー当りへの化学肥料

投入量は76.3斤である。これは 1アール当りに換算して 5.7kgで、ある。 1978

年の全国平均値が 1ムー当り 11.13斤だから，株陵公社は極めて高い水準に

あると言えるだろう。
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農薬散布に関しては，東旺大隊以下では，その価格値しか得られなかった。

この面でも， 1980年には1965年比で4倍， 1974年比で1.7倍に増加している。

化学肥料・農薬の使用量・使用価額の伸び率は，食糧生産の伸び率を大き

く上回っている。稼陵人民公社全体で， 1971年から1979年にかけての食糧の

収穫量は1.07倍である。これに対し，土肥の投入量は1.09倍，化学肥料の投

入は1.72倍にもなっている o東旺大隊では価格計算で， 1975年から1979年の

米の産値は1.4倍，それに対L，土肥の投入量は1.16倍，化学肥料の投入価

額は1.79倍になっている。

次に， これら化学肥料と農薬に関Lて， 自給度と外部経済への依存度を見

ておこう。肥料中，大きな位置を占める土肥に関しては，農家レベルでの造

肥政策がとられ，人畜糞尿等の一定単位が生産隊に提供された場合，それは

農作業等と同等の工分計算で記帳される。だから， 100%の自給であるこれ

ら土肥も農業生産コストに当然算入されるが，これは公社外部への貨幣支出

とはならなし、。これに対して，公社内に生産体制を持たない化学肥料はその

全てを外部からの購入によって賄っている。日本からの輸入品も多L、。農薬

については，当公社に年産575tの農薬工場があるが，この工場は， r井儲零

素」と L、う水稲紋枯病の防治薬一種の生産にとどまり，全体の多様な需要を

当然賄いきれていなL、。公社全体で使用する農薬量の80%は外部からの購入

である。

以上，土地生産性の向上をめざす諸政策の中での近代的生産財の導入状況

を見てきた。これら部面における近代化は，都市経済の産品を積極的に導入

する形において進んでいることが切らかとなった。農業生産財投入面でも，

稼陵人民公社は都市経済との深い連関の中にあることが示されたのである。

3， 農業生産経営上の問題

土地生産性向上をめざす株陵人民公社の諸改革は，そこに都市の提供する

近代的農業生産資財の積極的導入をはかつてくる中で進められてきた。それ

らが安定収穫と高収穫を保証してきた要因で‘あったことはおそらくまちがし、

ないであろう。農作業の中心的環への近代的技術の導入はさし当って課題に
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はならなくとも，その周辺領域での機械化の前進は， ここで検討したトラク

ター普及のような形を通じて今後も進行するものと考えられる。公社幹部が

言明するように，来たるべき将来に，一年三熟制を採用するとしたら，化学

肥料や農薬の投入は現状を大きく超えたものになることはまちがし、なし、。そ

れは株陵人民公社の経営要因の中への都市経済の浸透が今後も続くことを意

味している。このことは，その全国経済との関わりを示すものにまちがし、な

いが，その生産面における都市経、済との農業生産資財を通した結びつきは，

そのことによる増産への確実な展望を前提にした場合も， この公社が，新た

な問題に直面せざるをえないことを示している。

それは，近代的農叢生産資財の導入に伴う農業生産経営上の貨幣支出の増

大の問題であり，農産物コストの上昇の問題に他ならないで、あろう。すでに

行論においても示唆してきたように，近年の近代的生産資財の導入のテンポ

は，それによる増産のテンポを超えており， トラクターやその他の固定財産

部分の減価償却部分を除外したとしても，燃料・化学肥料・農薬・電力費等

の経常費用部分が農業支出に占める割合は増大している。第61表から第64表

までは，公社全体，東旺大隊・東旺各隊の歴年の生産経営における収支統計

である。そして，第65表は，農業支出中に占める近代的生産資財分の貨幣支

出の状況を示している。

第61表稼陵人民公社経営収支状況※
(単位・万元)
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第62表東旺大隊経営収支
(単位・元)

収 入 支 出

年
農業|副業|漁業|牧業|その他 農業|副業i漁業|牧業|その他

1957 118，000 7，160 330 (24，300) 5，700 2，800 
1958 157，850 16，310 (25，52の 7，220 
1962 192，470 16，740 55，690 (19，100) 
1966 472，880 67，770 110，980 (15，870) 
1972 502，130 98，650 '5，660 
1973 568，660 107，500 6，530 
1974 613，080 104，860 2，970 187，560 (15，730) 2，100 
1975 536，750 112，600 16，960 199，990 (19，810) 3，100 
1976 674，730 113，570 7，220 212，470 (28，270) 5，910 
1977 501，280 115，830 82，270 224，280 (26，690) 13，350 
1978 765，370 110，900 165，560 259，510 (29，880) 10，430 
1979 809，590 97，040 123，030 279，630 (35，350) 19，720 

1980 668，200 125，000 27，850 26，000 21， 150 302，200 (23，300) 8，700 11， 500 15，200 

第63表東旺第2隊経営収支状況
(単位・元)

収 入 支 出

年
農業|牧業|副業|漁業|その他 農業|牧業[副業|漁業|その他

4，214 2，296 406 870 12，731 850 106 308 

1976) 39，086 3，641 4，570 237 834 13，132 919 25 492 

1977 30，644 3，238 7，384 500 3，502 14，623 526 84 706 

1978 46，889 2，708 6，465 346 402 16，167 853 647 95 652 
1979 50，304 2，776 i 5，982 493 5，125 17，617 681 388 113 1，205 
別 0133，637 3，001 I 27，140 480 408 21，379 1， 117 

第64表東旺第15隊経営収支状況
(単位・元)

収 入 支 出

年
農業|牧業|副業[漁業|その他 農業|牧業|副業|漁業|その他

1976 33，156.3 2，684.89 217.2 470.1 9，581.08 249.6 42.6 256.9 

1977 23，609.9 4，900.08 1，247.8 4，142.5 11， 123.6 295.5 118.6 135.3 

1978 34，461. 9 3，848.97 749.2 584.3 12，598.7 352.0 71.4 77.3 

1979 38，757.4 3，420.69 193.5 6，315.6 13，446.7 373.5 182 124.8 

1980 24，978.9 1. 008. 9 6，631. 28 659.2 15，511.3 14，042.4 134.5 465.5 
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第65表近代的資財の投資と農業支出の関係(単位元〕

!年|イ七学肥料農薬|電気|石油|髄[護霊|①小計|②支出[①/②

1975 60，156 13，406 
東 1976 72，586 14，205 
旺 1977 72，858 14，357 

大 1978 102，757 16，096 

隊
1979 105，609115，749 

1980 l札叫6，991 21，963 10，164 8，178 20，100 185，557 302，200 0.61 
1975 4，086 1，056 

東 1976 5，641 885 

旺 1977 5，845 559 

2 1978 6，367 1，033 

隊
1979 7，626 1，033 

1980 (9，709) 1，219 1，405 631 566 1，324 14，854 21，379 0'69 

東 1976 4，260.7 610 

旺 1977 4，095.3 500 

1978 5，325.7 1，010.8 
15 
1979 5，149.0 839.9 

|員長
1980 5，645.7 1， 153.6 993 578

1 
183 810 9，363.3 14，042.4 0.67 

1980年統計で見た場合，電力・燃料・化学肥料・農薬等の貨幣支出は，東

旺大隊で総支出の約61%を占めており，その結果として，投資全体に対する

収益の比率は著しく低下してきている。同様の傾向が東旺各隊においても確

認できるのであって(第66表)， この傾向は，農産物価格の引き上げか農業

生産財価格の引き下げ(農業生産財生産性の引き上げ)のどちらかが，ある

いは両方が行われない限り引き続くであろう。その課題はすぐれて，中国全

国経済が解決を迫られる問題である。

近代的生産財の導入にともなう農産物コストの上昇は，椋陵人民公社に単

純に食糧生産に特化させることを妨げている。食糧基地としての機能の発展

に対抗する形ずの新たな方策も実践されてきている。それは公社全体で、の多

角経営化の動きであり，農作物構成における換金作物への傾斜で、ある。土で

検討してきた農業経済収支率の低下に対抗して，たとえば，副業経営は逆に
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第66表農業・副業収益率の変化※

公社全体 東旺大隊 東旺第2隊 東旺第15隊
年

業l副業 農業|副業 農業|副業 農業|副業農

1957 (3.86) 0.26 

1958 (4.06) 9 (5.19) 1.26 

1962 2.46 ( -0.12) 

1963 (5.17) 19.56 

1966 3.26 (3.27) 

1971 (3.6) 35.2 

1972 

1973 

1974 2.27 (5.67) 

1975 1.68 (4.68) 1.33 

1976 2.18 (3.02) 1. 98 2.46 9.76 

1977 (3.22) 28.22 1.24 (3.34) 1.10 1.12 15.58 

1978 (4.46) 23.05 1. 95 (2.71) 1.90 8.99 1. 74 ヲ.93

1979 (4.11) 19.23 1. 90 0.75) 1.86 14.4 1.88 8.16 

1980 (3.79) 19.2 1.21 (4.36) 0.57 0.78 

※ !尽入一支出 第61~64表から作成
支出

その収益率を高めている o 東旺大隊は，前号第25表に示したように水田一部

面積を削除し，一生産隊を野菜生産隊に配置換えすることも行っている。そ

の東旺大隊で土地ー単位当りの米の生産高は90元，それに対する野菜の生産

高は実に230元である。商品食糧供出基地としての機能を維持しながら，そ

の内部に所得向上の新しい可能性を追求していくことが，今後も検討され続

けるであろう。

第5節工業生産の展開基盤

稼陵人民公社経済において，工業を中心とした社隊経営企業の広範な展開

が意味しているものは，何よりも，農業部面における過剰労働力の就業機会

の拡大としての機能であった。ここでは，社隊企業の第2の機能として，全
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公社経済への資金蓄積の機能をおさえておく。 1980年実績で，総数70の社隊

経営企業は，総産高821万元を記録，その利潤総額は 218.01万元に達した。

そこから税金等を控除した純利潤総額は約200万元にのぼっている。純利潤

に関しては，例年，その40%が公社や大隊に上納され， 54%が各企業の拡大

再生産費用として企業蓄積にまわる。残る 6%が職員・労働者の福利・厚生

・奨金にあてられるが， 1980年には，総額80万元が，公社や大隊に上納され

た。それらは農業基本工事や大型固定資産の購入，文教衛生事業の費用等に

あてられている o 1966年から1979年の14年間に，公社や大隊に上納された資

金は総額286万元を記録した。それらによる経済的成果は次のようにまとめ

られる。

農業基本工事費用;28万元

電力排水濯瓶工事費用;42万元

文教衛生事業費用 7万元

農業機械購入費用;39万元

農・林・牧・漁・副業投資;22万元 1

域鎮建設費用;20万元

今や，農村各企業は，農村全体の蓄積にとって，また，農村内部の就業機

会の拡大にとってゆるがぬ基盤を確保したといってよいだろう。

稼陵人民公社企業の構造を分析するために，主に1979年と1980年の数値か

ら，し、くつかの特徴を導き出しておくことにする。

まず，全体の経営事業中，企業数と労働者数を企業経営別に見ておこう。

第67表に，公社経営と大隊経営別に，企業の各数値を出してある。ここから

まず，公社経営・大隊経営の企業70にあっては，工業企業の占める割合が

圧倒的に高いことが示されている。企業数・労働者数・総産値・利潤のすべ

での項目で工業企業は高い比率を示しているのである。次に，公社経営と大

隊経営の区別に基づいてみていけば，交通運輸業や建築業では，その労働者

数・粉、産高・利潤において，大勝経営企業の方が，公社経営よ号数値が高く

なっている。これに対し，農業企業と工業企業においては，その数値は逆に
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社経営の方が高い。このことは，幾多薬企業と工業企業において，生産の集積

、こと している O

ところで，前欝で見たように，その農綾物販路と幾業生産財の投入部で，

外部の経携と深く関わっていた稼駿人民公社は，工業生産の分野でも，その

主要な活動の基盤を都市経済との広い連罷の上においている。その原料調達

• g長品販路等の商でみるならば，数綾人民公社の諸工業は，一般に考えられ

る農業関連工業(たとえば，農産物加工業，農業生産財生成工業など〉

点をおいているというよりは，むしろ，全閣及び都市の工業体系の一環を機

成しているとL寸側聞が強い。愛た，公社内各工業の関にも，産品の揺互譲

といった協業関係の形成はほとんど見られず，各工業はそれぞれ個別に独

自の経済関係会議市との問で結んでいるのである。ここでは，主に，公投経

営工業が分析の対象になるが，上述の点をと確認するために，公社経営・火器

経営の48工業の生態ずる産品の概観を示しておこう。

48工業中，公社経営工業は15，大隊経営工梁は33である。工業種類別に見

ると，冶金・採取企業がι化学工繁が6，機械工業が10，建築材料工業が
7;食品工業が16，藤総工業が2，皮革工業が1，文教慈術汚品工業が1，

その他が1という構成であるG これら48工業の1980年の産品別抜高:実緩は次
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のとおりである 。※

都市の大工業企捷に提供される原材料・中間製品

鉄鉱石;28，000 t，化学薬品(硫酸グ口ーム); 37 t， 冷;議庫の錠;1， 340 

f間，スプジング;588万f鼠小型変詑探 300台，化学薬品 40t，精密鋳

造物件;60 t，鉄板;200，各種切削刀;6，500 

恐人箆生活に提供さFれる

スチー/レ襲家具(パイプ椅子など); 4，000，卒壊と;34，000足， かけ毅;

710本，対聯(対句を 2枚に護いて，新年などに，家屋の入口や縫面等に左

右にわけで貼るもの) ; 800本，化粧品;3，520 kg，服装加工 ;11万件

@ 主に工業企業の基本建設に提供怒れる

; 3，736 t， レンガ;1， 957ヌゴ鉱かわら 98万9，000枚，セメント

製制品;6，000，議砂 2万t

愈農梁生産に提供される

鉄製小農具 2万1，000，竹製小農具 ;2，000，木製小農具;2.100，殺虫

剤;12 t，化学農薬(井議毒素) ; 575 t，セメント製排水管;1， 009本

※皇室品数最の著しく少ないものは省いた。

この全体的産品織成から明らかなように，教陵人E芝公校工業は都市の大工

業や人民生活に関わる生建築務を準要な業務にしている。その主な市場は都

市である。人民公社工業が自農村向けの産品をどれぐらい生産しているかと

いう点については，@に含まれる産品が仮に 100%農村で販売されるとして

も，窃と合わせたその数は極めて小さいのである。

ヌド稿が主要な対象とする公社経営主業の場合，その額向は一層強まってい

る。公社経営15工業に関わる 第68古美に掲げた。この15工業主じその議

議にしたがって分類したのが第69表である。総生援高，荷額等の賓話におい

て，都市の大工業に産品を擬供する工業企業が中心的役:霊安占めていること

がえミされる。欝郡大工業に産品を提供する工業は，総生産認において，全体

の71%さと占め， またー利潤獲得において，全体の91%告と占めている。労働者

1人当り護得蒋j簿類でも，それは1，954元を記録，他分野を大さすく引きはな
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第69表公社経営工業中の機能別分類(1ヲ80年〉

人民生活に奉 ，#喝.~.、白州島婦らr..:;.<.::.. ー_.....，

f:l:する工業 仕する工業
合計

3 15 

79五

80 く424) α87) 1，346 
6% (32%) (21;百〕

3.03 (76.31) (62.4) 4ヲ0.1

O.語気 (16%) ! 

0.35 7.04 (3.21) 11亨.06

0.3% 5.ヲ%! (3%) 

している。総体としての株譲人民会社工業が，都市経済や全国経済に深く関

わっている様子があらわれているが， これはけっしてこの近年だけの鶴向で

はなし、。大工業に産品を挺供する工業は. 1967年には， 20万元の生産潟を記

したが，これは，問年の公社企業総生産高24万元の83%'a'占めていた。そ

の発足の日から， i湾去社工業は，大工業の播完的議能をもっていたといえる

であろうのこの傾向の中に，もし，それと対抗する新たなi傾向を読みとると

すれば，公社全工業総産誌に占める他ならぬ大工業向度品提供工業の金三度潟

が徐々に低下してきていることであろう o 1967年に83%であったその詑率は

第70表金工業?こ点める大工業向工業の陵高割合〈滋位・万元〉

主ド
① ② 

②/① C%) 
大工業向工業生霊長高

1967 24 20 83 

iヲ68 33.2 27.7 83 

196事 34.8 2ヲ.3 84 

iヲ70 45.1 31 69 

1ヲ71 ヲ2.3 72.8 80 

iヲ72 143.68 12唾.18 86 

lヲ73 155 115 75 

1980 4予0.1 3母8.36 71 
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第 68 苦笑 ノ必9、s、 社 経 営 15 ユ二 当笑 ゴ長

労 働 者
工業企業;s 生産品種

努 女 Z口L 

事五 出 重大 鉱 石? 42，000 15，000 75.5 94 22 

e精密鋳造工場 自転持支部品 1，422 420 141 20 24 44 197ヲ 24.43 20.8 6.7 10.7'3 10.73 

⑦化 M寸d品与 コニ 場 アゾベソゼン 15，000 6ヲ2 816.5 37 14 ラl 1978 37.5 19.4 22.ヲ 14.13 14.13 

とじ穏気メヅキ工場 ッキ加]こ ふ000 1，200 378 67 37 104 1977 73 22.7 6.4 1.6 32 24.ヲ5

Q)研 見警 二に 場 研 際 9，000 1，385 85.6 36 2 38 i予告9 6.93 20.8 2.5 1.46 1.17 

鋳 管 エ 場 鈴 委主 管' 20，720 1，長99 700 90 32 122 1976 153.45 66.67 78.7 8.3 39.68 32.25 

③ νンガ・瓦工場 レンフゲ.A 74，500 4，246 51ラ 205 63 268 1ヲ74 61.24 41.2 9.7 5.63 ゑヲS 8.3 

Q)機 事民 I 主努 張主 主義 者器 具 13，340 3，016 278 52 28 80 1972 27.5 4ヲ.ヲ3 久7 0.49 6.05 5.75 

②服 工 場 災 をキ 240 15 22 58 80 1ヲ80 3.03 0.3 0.6 0.35 0.35 

セメント工場 5，800 308 70 10 12 22 汐70 12.59 4.33 6.4 0.21 3.27 2.6 

ミ号 長義 芸長 二E 場 弁 i効議繋 16，700 1，482 3，728 38 I 45 83 1978 37.8 50.64 14.3 6.55 6.55 

@採 砂 エ 場 実 砂 13，000 ヲ0 30 32 2 34 iヲ80 7.4 0.72 2.7 3.24 2.58 

手‘ 工 業 欽・*.竹小差差z英語 8，150 1，872 118 75 15 I ヲ0 iヲ55 24.6 1長.48 5.ヲ O.ヲ5 4.32 3.66 

④農機修蕊所

第二レンヌf.瓦工場 51.3 10.6 i務63 1.63 
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1973年には75援に飯下し， 1980若手には71%にまで下がっている。これに対応

して，近年は，衣料工場 (1980年開設入採砂場 (1980年)，幾築工業 (1978

年〉等，大工業に誌夜接約に関係しない分野の言語拓が目立つ。ただ， これは

の発展の分野を拡大してきたことの表現ではあっても，都市経

との結びつきというこの公社の構造に変化を与える饗罷ではない。

こうした藤品を中心としてあらわれた生産甑での都市経済との結合の強さ

は，突はその原料護持ないし調連のあり方と強く関連している。農村工業の

生産許罷立案は，その資金審議量産品の蹴路，震材料調述書事の諸要素に照ら

してなされるが，そこでの公社工業の独自性， 自主憾の発療は，突は緩めて

限られている。農村工業の生産計騒が鎚定されるに当って，その構成要素と

なるのは次の3つであるc

号〉 関家(政府)から分寵された計画任務; (題家配分)

@ 関家計露の一部ではあるが，後企業との倒閣契約を結んだ計画在務〈米

料加工)

金独自計闘

このうち， cむについては， (政府)が原材料を提供，原材料の加工が

終わった段機〈半製品，兜成品〉で，政府が異い上げることになる。政府覧

い上げ分が政府の販売計醐によって，夜農村に再び販売されることも当然あ

る。窃については，公社工業が，たとえば南京市の自動車製造工場と自

部品の生産議負いに関する契約書ど結ぶ。必要な原材料は主に契約企業が調達

をする O 原材料課達に関する主警警な計画は契約金業の愛在でなされる。@は

原料・販路~独自に計爾して調達しなくてはならない。

1980年の公社全工業〈大隊経営も含む)の生産任務においては， (むの

配分が20Jぎを，@の来料加工が50%を，な舎の自己調達・自己臨売が30%令市

めたという。

に億単にまとめておく

1. 石炭;3，000 t 

L∞Ot) 

の原材料・撚料の調達状現について，次

・大稼経営双ガさと含む〉。

; 1，400 t，来料加工;600t， 自己翼連;
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2. 銑鉄;4， 000 t (岡家艶分;2，500 t，米料加ごと;1，500t) 

3: コークス;1，OOOt (閤家配分;600t，来料加工;4OQt)

4. 鱗;付;120t (陸!家翠分;60t，来料加工;60.t) 

5. 木材;200M3 (国家配分;160Ma， 自己鵠違;判明り

6. ..jヱメント;350t (画家配分;250t， 自己誠達;100 t) 

主要原材料・燃料における<D・@部分の比重の高さは，農村工業が，国全体

il)工業生産計留に組み入れられていること，そして，都市大工業生産のため

の補助機構として存在Lていることをものがたる。謀材料あるいは半製品令

部市から供給され，ぞれを加工して半製品ないし完成品にし，再び都市へ供

給することが，株酸人民合社工業の主要な託務である。そうした例を，株陵

メッキ工場で代表させてみておくことにしよう。

メッキ工場は， 1977年に生産:を開始，第71表に示すように年々

その塊撲を拡大してきており，鎗生産高・科?関潟において，公社内祭事2伎の

地位を占めるにまで至っている。ここの主婆業務は，自動車のパンパヘバ

スの網棚，滋除機の傘，ベノレトのパックル等のメッキ加工であり，その生立を

年

iヲ77

1978 

1ヲ7ヲ

lヲ80

9.8 

15.1 

22 
匂2ラ

第71速度株綾電機メッ~工場統計

46 

53 

68 

104 
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ツ年工場来事尋加工依頼允工場〈※向3は麹定契約工場〉稼綾電機メ第72連安

京)

互交〉

部品 23 工場(南

惑察橋常務工事務〔予言

江蘇冶金機械工場(南

五…ーヱ場

主連議自動家修理工場(南 京)

鳳恩欽鉱山{溺京〉

江蘇溺浮窓会坊(潟涼感)

竜都若手j鉛社〈竜都公社〉

※ 

汐80若手

機械二場

部品 21 工場

変庄総工場(荷

数分稜義築工務

隣速電機工場(j街

〈商

皮縮機工場〈爾

省郵政機械工場(南

金星稔縛工場〈南

前進撃民球工場(南

瀦鎖主容認工場〈溺

(~籍

軍窓気滋傍材料工場(衛

施綾部品工場

部品 11 工場(南京)i 

こと橋五金工場{こ伝機公社〉

江豪華然線工場(南 米)

電声援工場〈南京〉

汽総軍駐機工場(南 京)

第6鳴動車修理工場

第?自動家修理工場(南

第2電子設備工場(南

淡庄部品三場

金総工芸装工場(南

完封安談公湾{南

洛江機械工場(南

ガス公王寺〔南

部品一場(衛

変君主儀器工場(南

江南光子幾器工場(薦

団結五金社(南

安全保検事器工場〈商

人民機械工場(南

山

岡

山

中

京

中

間

却

す

仙

台

品

+

双

山

岡

山

吉

郎

お
菊
一
郎
前

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

 

機械二場(南

部品 21 工場〈潟

変圧器工場〔南

制御総工場(雨

後分濯機工場

荷主主*務工場(南

(m 
EE綴機工場
省郵政機械工場〈南

念選株粋工場(南

前進霊堂球工場

鉄道部浦銭取締工場〈禽

(南

警護機終材工場

施綾部品工場(南

部品 11 工場〈南京)

こと緩さと金工場(ニヒ後公社〉

第6潟動率修理工場(南 京)

第空白勤務修理工場〈帝 京〉

第2震予設備工場(務 系)

液 EE件浅場〔海 道主〉

金繰工芸完工場(南 京)

特殊灯泡工場〔潟 京〉

延安無線警護工場

部品工綴〈南

主主一一工場

遊義忠護主主主修潔工場(下信

感思鉄鉱山〈萄

滋信怒材一場(商

安徽チ静徒県小舟隊手工業社

{安徽省)

京

中

双

山

口

小

京

中

ぷ

ム
口
山
山
市
川
内
部
小
{
口
小
+
口
小

1979年

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※
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機械ニ場〈南

部品 21 工場(陶

変 EE器工場〈湾
側綴器工場(南

微分認機工場〈雨

南京水機工場

答書き自動家修理工場〔南

圧縮機工場〈務

省郵政機械場(下請

会選採勝争鈴〈予言

前進警護球工場(南

鉄道部滞銭感阿場

紅淡無線宝車工場(需

撃を機若器材工場〈衛

施綾部品工場

部品 11 工場(南

土橋五金工場

{江寧県土橋公全土)

安東鋭綾機械工場〈予算 京〉

汽総電機工滋(南 京)

淡圧件主主場〈衛

自動等部品工場〈下請

五一…工場〔荷

予支出子工幾社

〈江察県東山公社)

金属家ゑ工場〈南 京〉

京

家

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

 

)ji:) 

京)

京〉

京)

京)

京)

京〉

京〉

京)

重量〉

lヲ77年

機械二場〈海

部品 21 工場(爾

変圧器工場

制御器工場(南

微分電機工場(商

南京水器工場

燦際電機工場(南

南京電機工場〈海

江蘇?寝食機械工場

前進篭霊堂工場〈海

鳥絞山冷金工場(安

潟京後警告ヨ湯{繭

南京灯泡工場(潟

安徽銀霊安機械工場(安

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

 

主主)
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第73表稼陵電気メッキ工場原材料調達一覧

使 用 材 料 及 び 調 達 先

加 工 材 料 及 ひと 調 達 先
半製品材料

先| |材 名|調達先材 料 名 調 達 材 料 名 調 達 先 料

|青敵ナトリウム 南京金属材料公司 | 
E 鉛びき i企一L、 音日

青酸カリ

間日 炭酸カリウム にかわ 江寧県湖熟公社

ラク酸

銅 ii器:材恥司 燐酸ナトリウム 硫酸ニッケノレ 高土子大隊

ユッケノレ板 ブチノレアルコール

)一公司
長岡 メ ッキ

銅線 硫酸ナトリウム

ニッケノレメッキ 銅鉄部品 青酸ナトリウム 硫酸カリウム

クロームメッキ 青酸カリ 塩化カリウム
)静子大隊

シアン化銅 塩化ニッケノレ

棚酸

研 磨 調司 黄色研磨弗j 江寧県五交化公司1 白研磨剤 江寧県五交化公司 !金鋼砂 | 土橋公社

にかわ 江寧県湖熟公社

腐= 蝕 銅鉄部品 OP乳化剤 上海化原公司
尿素

純錫 南京金属材料公司

クロームメッキ|銅鉄部品 過酸化水素
)南京化原公司

酢酸ナトリウム

研(バックノレ加工磨)I 料航 部 品 研磨工程と同じ

クロームメツキ l 鉄 部 ロロロ グローム酸 南京化原公司

酸 洗 l銅 部 品 ラク費量
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計画は全て来料加工によるもので、ある。ザ四77年から1980年の4年関のこのごと

場に対する来料加工依綴先工場一覧は第72爽に示したとおりである。

表*，※印きと付したものが霞定契約企業であり，そうでないものは臨時契

約金嫌である。この工場は規模の拡大とともに契約を結ぶ企業数を飛E表的

に増やしている。 1977年では工程単位がiだ一つだったこともあり，契約企

業ば間定13，臨時1の計14企業であったが， 1980王引こは，関定18，臨時おの

合計41企業と契約を給ぶtこまで蒙った。ぞれら契約企業の地域分布が次に諮

題になるが，表に示されるようにその所在地は南京市がほとんどである。ま

わずかながら安徽省の工業が含まれて〆おり，この工場の外部の絞

済との広いつながりが認められる。それを含めて，南京各金業の「下請J的

補完機構とでも呼ぶべき位置が鮮明になっている。しかし，これに対ナる新

しい動向も部分的に芽生えている O 同工場は， 1978今まから土橋五金工場と瀧

定契約を結んだことに示されるように，農村工業将互(問…公社内ではない，

土橋五金工場は江主葬祭土橋人員公社所長義工場であり，株稜とは約501織はなれ

ている〉の結合にも踏み出している。しかも， この翌年 (1979年)，同工場

しい作業離を設資，ベルトバッグルの研磨作業とメッキ加工の逮続工総

を導入した。このバッグノレ研磨とメァキ加工の依頼先がこの土橋返金工場で

ある。こうした傾向が今後，新しい農村(て業相互閣の協業・分業関係全形成

させていくことになるか，興味深い需謹である。とはいえ，現状は，

大工業との縦の関係が中心であり，その関係にはここしばらく慕本的変イとは

ないだろう。

間工場のずF業別原材料調達に興じてまとめたのが第73表である。さき

工場の祭料識遣は，来科加工依頼先提供原料が50%，残りについては一部関

家配分原料を用いている。ここでの設な関心は，加工過程に用いられる諮材

料の供給先をあらわしたことに示されるように，原材料調達聞の地域的展誇

に向けられる。これによっても，原材料苦言達先は，やはり庇倒的に南京市が

、。ただ，米料加工依頼先に比べて，一定，関B調議及び農村工業に依拠

する割合が高いといえる。たとえば，銅， ニッケノレ・ク P …ム加工に用いら
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れるニッケル等に関しでは，南京金属材料公司から80.9ぎの調濯をし，残'520

Zは自己規速なしている O また，塩化ニッケルについては， 議公社の高土子大

隊からの錦達である。総合的に見て幾村間の相互調達の一定の展開が確認さ

れるが，それらは全体からみれば緩めてわずかであり，原材料調達に関しで

も都市へ依拠する特徴は変わっていない。

株陵メッキ工場で代表ざ生をた飯路，探材料鶏津田での特徴から，当公社工

業の特徴主ピ大都市工業の補党的機能として機括ずるならば，この特設は，背

後に南京とし、う大都市をもつことの特殊な事情によっているといえよう。そ

れはまた，この農村が，全関経済や都市議済とどのように相対しているかを

象験的に示しているものに他ならなし、。

稼陵の諾工業は，南京市大工業の f下請」的機能の地位にあるのであって

それら相哀を結びつける悶有の繍係や，農村総身を対象とする独自の展開は

ほとんど存在していないのである。これは南京市という大工梁都市合中心に

した「南京経済閣jに株!凌という農村が組み入れられていることの工業面で

の疫狭である。農村時の個々の工繁は，資金蓄積等の所得再分配の賎有のメ

カニユズムで農村に機能しながら，それらは痕接的に南京市と結びつき，南京

の経済醸の構成要繁となっているのである。そして，中屋の他の畿村の人民

公社においても，その程度の差はあっても，その地方の中核的工業都市を中

心とした経務闘に，株陵と爵じJ燥な形で編成されているのではないだろう

カミ。

第6節農長の収入と生活

有数の商品食糧供出基地として，全国経済にジンタしてきた森麓人民会社

は，その操業生産と工業生産の両面において，高い生産高をほこりながら，

都市経済とりわけ南京市との深いかかわりの中に存在してきた。ここでは，

こうした豊かな農村の農民生活の実態を紹介することにして，本調査分析を

しみちくくりたいと思う G
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中国農業部人民公社管線局が1980年10丹にまとめた調査によると， 1979年

の念霞339の生設大隊における社長1人当り平均分寵は 113.8 である。ま

た， 339の生産大隊の中で，社員分恕が 150完を越えているものは79であっ

た〈標本調査による)。

it..こ，全憶の都市労i勤者1人当り平均収入は840完とL、う O

これらの全悶指標と比較した場合，稼襲人民会社の一人当り収入は，第74

表と第75淡にあらわれるように，ヲ穏めて惑い水準にある。労勢力1人当り収

入でも， 1979年十こは 530 混合超;し都市労揚殺の平均収入の63~与の水準にま

した。人口 1人当り平均食糧分配でも， 1980年は628JTの繋綴をもっO

東旺大数統計にあらわれるように， 19印年と比して，隊は平均3倍強の収

入上昇を実現しており，かつてのような貧窮とは無縁のところにまで速した

といえよう。だが，東経大隊統計において， 1980年の各隊平均収入念比較し

てみれば，最践を記録した第3隊と賞受抵の第11隊との罪者には， 131元の顕き

がある。社員一人当きり収入の差としては大きL、。第11隊が以前から貧LI，、部

類に属する生産滋であったことは， この淡から解るが， 4H業平均収入の差は

近年拡大してきている。生産歓をど法主主謀算単位とする環鵠肢のあり方から言

って， るだろうが，翠殺はむしろ， ることよ

り，それを利用した増室長への刺激震をとっているのであろうか。

最近の農民の収入金体におけるもう一つの特畿は，収入中の食麓分配分の

占める比率が器下し，かわって，現金収入部分が増大したことであろう。こ

の現金収入の突曜については，各築家の繋構紹介の瞭に紹介することとし，

ここでは，当公社で支説的に行われている現物給付と現金給付の方法につい

て詔介しておこう。

まず，そを生産隊の総収入から総支出さと控除した絞叙入が得られ，純収入から税余・蓄

積雪旨控徐したものが社員分配である。社員分配は総I分によって織られ，…エ分巡りの

凝縮が計算される。各人の金若手総工分にこの主義価をかけたものが社長義労働収入である。

この社長労働収入は，基本生活重軽(食鐙と食用総〉と創業塁産品である主義*野菜・肉など

が実物で供給され，残ちは現金で支給される。

また基本生活費である食糠の現物支給最は次のように計算される。
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仮に生産隊が 100名の人口かlらなり，社員分配食糧が合計65，000斤であったとす

る。現在の制度では，これを工分極と基本口糧とに分割して分配する制度と，完全に均

等に分配する制度とがあるが，当地では前者を採用している。工分糧は，労働点数に応

じて受けとるものであり，その比率は20%~30%である。東旺大隊は，この労働点数に

応じて受けとる工分糧は20%と比較的低い水準に設定している。この工分糧と基本口湿

の比が2: 8と定まれば人当りの平均基本口糧は 65，0007100xO .8=520斥と

計算される。年齢に応じて i歳から 4歳(数え年年齢)の者には 520x 50/100=260斤

が 5歳から 8歳の者には号20x 80/100=416斤が 9歳以上の者には 520x "f00/100 
=520斤が配分されるこどtこなるO 基本口糧とじて配分される全体食糧量は 65"，000斤

の8割である 52，000斤である。1.00人の総人口中歳から 4歳の者が 10名ーとして，一

彼らへの総分配額①は 260x 10=2，600斤， 5.歳から 8歳の者がやはり 10名として，彼

らへの分配量②は 416x 10=4， 160斤 9歳以上の者80名への総分配量③は 520x80=

41， 600斤である。全体のち2，000斤から，この①，②，③の合計48，360斤をひくと 3，640

斤があまる。この 3，640斥を総人口 100で割って36.4斤が追加分配量と計算される。こ

の結果， 1~4歳の者の基本口糧は 260+36.4=296.4斤となり， 5歳から 8歳の者は

452.4斤 9歳以上の者は556.4斤となる。 これが最終的に各人に分配される基本口糧

である。

こうした基本口糧配分量は，経済の安定と収入の伸びの中で，個人収入に

占める比率を低下させてきている。東旺第2隊，第15隊における各人収入に

占めるその比率は現在平均40%である。現金入手の増大は，農民生活の商品

性要素への依存度を高めるが，現金入手源としては主に副業が挙げられる。

(第76表)農家家庭副業として中心を担うのは，主に飼養であり，養豚がそ

第76表公社全体農家所有家畜調査(単位頭及び羽)

年| 豚 | 鶏 | 鴨 l鷲鳥
195 

1958 

1962 

196 

197 

197 

197 

197 

198 

18，000 

25，000 

26，000 

33，000 

47，000 

68，000 

69，000 

75，000 

74，500 
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の代表である。もちろん，養鶏・養鴨・養驚が一定の比重を占めるが， この

収入絶対額は多くない。この他，自留地で栽培した野菜等を市場に出したり

野生の魚類等を捕獲してそれを市場に出したりすることも行われている。た

だ，自留地で栽培された野菜等はほとんど自家消費されるのであって，主た

る現金入手源ではない。東旺第2隊のC氏によれば，年間の各農家平均副業

収入は200~300元になるとし、う。養豚は家庭副業で最も普及しており，各農

家は15斤程度の子豚を購入し，約10ヶ月かけて 200斤の重量にして売りに出

す。子豚は，生産隊が集団的に販売する場合と，個人が販売する場合の二種

類，それに自家繁殖がある。生産隊販売の子豚は1斤当り O.75~0. 8元で，

個人販売のものより 0.2元ほど安L、。市場に出すときは，豚の総重量に対す

る肉と骨の割合によって価格が5段階に分れる。 200斤当り， 56~70元が販

売価格である。基本的には政府が買い上げるが，個人売買も存在する。飼料

は，大麦，小麦，米ぬかなどからなる精飼料が 1 頭につき300~400斤，この

2 倍から 3 倍の粗飼料が加わって，その総費用は41~42元である。豚の糞尿

は，沼気と肥料の二大源泉である。沼気施設のある生産隊(東旺第2隊)で

は 1頭の 1日の糞尿がー工分として計算され，生産隊から家庭用燃料とし

てのメタンガスが無料で提供される。沼気施設のない生産隊では，100斤の糞

尿が 0.2 元で買い上げられる。農家は一般に 4~5 頭の豚を飼育している。

次に支出面を通して生活実態に触れることにしよう。まず，第77表は，公

社全体における主な消費品の保有状況である。かつての三種の神器に該当し

たラジオ・ミシン・自転車の普及度は高い。 10軒当りの普及度を見ると，ラ

ジオで9台， ミシンが4台， 自転車が4.5台である。 1970年と比較して， ラ

ジオやミシンにおける伸びが著しし、。腕時計に関しては， 2. 7人に 1個の普

及を見ている。これを東旺大隊において見るならば， ラジオは10軒につき 9

台，ミシンが1.7台， 自転車が 2台である。腕時計は3.0人に 1伺の普及であ

る。これら耐久消費財について，東旺大隊平均の普及度は公社全体のそれよ

り若干低い。筆者が訪問した農家における主要消費品保有状況を第78表にあ

らわした。こうした農家の消費品購入に関しては， ここ数年に集中的な増加
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第77表公社消費品調査 (単位・個〉

年|テレビ!ラジオ|ミシン|置時計|腕時計|自転車l扇風機|カメラ!ラジカセ

M12l 1201il600||  
1970 

3 250 245 1020 

1975 

8 12，560 I 1，800 I I 1，850 

1980 I (9) I (4) I I (4.5) I 
120 16，399 I 3，011 I5，027 111，162 1 3，388 I 85 1 12 1 55 

( )内は10軒あたり保有数
付(東旺大隊1980年消費品状況〕

テレピラジオミシン 腕時計自転車

第78表農家所有消費品 (単位・個，台など〉

芋干に A 家 B 家 C 家 E 家 F 家

家屋(部屋数) 3 3 5 3 3 2 

タ ン ス 2 3 3 2 

机 3 O 
J¥ 。

ツ ド 2 

イ ス 2 8 6 

ア 一 フ ノレ 2 

自 転 車 4 

フ ジ オ

トランジスタラジオ

時 百十

腕 時 言十 2 2 5 3 2 2 
、、、 シ ン 。
まほ うびん 5 

が見られる。たとえばD家は， 1980年に自転車を購入， トランジスターラジ

オ購入は1979年，腕時計については， 1974年， 1980年， 1981年にそれぞれ購

入している。 E家は， 1980年にトランジスターラジオを， 1979年と1980年に

腕時計を購入しているし， F家が148元のミシン， 162元の自転車を購入したの
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はそれぞれ1979年， 1980年のことで、あるc また c家が保有している 4台の
段転率は， 1979年に 1台， 1980年に 2台， 1981年に 1合購入したものであ

るO 家麗の新改築も行われている。東旺大隊全体で人民公社化以後に新築さ

部塵数にして1，347間 1軒司王均1.9需の新築である O 総謡績は

33，675rrずにのぼる。第2縁及び第15隊の個民農家調査でも， この家麗新改築

はやはり していることが明らかになった。 B家氏 1975年から76

しているし， c家も1976年に之000元を支出し 5宿
(118が〉の新築を行っている。 また， D家は 1979年に総費用1，200元で3

i誇 C84.1m3) の増築を奇い F家が2簡を改築したのは 1976年のことであ

るG 家長重新改築費汚は1聞につき平均4005己であり， 3 r誇から S潤の家屋を

新築したとしても1，200元から 2，000元でまにあう G 平均的農家収入の l年

から 2年の所得に限敵する。こうして貨幣収入の増大に伴う，生活様式の近

fI;;北の進展が確認されるが，それはさ色話務への都市経済の浸透を意味するこ

とになろう。

他方で，それと並ぶ当地の{伝統，習慣に慕づく支出についても触れておこ

う。 F家で1968年に長女が結婚した際の婚礼費用は 300元， 1979年の次女の

綴婚持には準備した家具類を含めて1，800支を支出してL、る。純粋の婚礼費

1， 180 した。 A家で諮80年に長女が結婚した諜には，約400

元を使っている。持参した家具には，寝具…式，事11..トランジスターラジオ

等がある。当地の慣習によれば，婚姻時の男女それぞれが準備する品物は，

努性の場合，家庭ないし部量，タンへお1.，ベッド，椅子，寝具であり，女

誌の場合は，寝具一式，千七粧箱， 本重量， おまる等であるO この他， 護支援護状況

によっては， これに白紙事， ラジオ号事が加わる。一般に努性側から女設離に

対し， 衣線新着費用として 200~300 元の現金が贈られる。平均的に晃た場

合，男性側の総費用は2，OU05f;，女性側の総繁用は300元ぐらいで鍔還の負担

きい。先のF家の次女の場合は例外であったとし、う Q 当地の憤潟が生濃

く反映した交援費支出は，各家露支出中で現在もかなり大きい部分会占め

る。(その部として満月という行事を紹介しておこう。これは子供が生れて
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満 1ヶ月を経たとき親類・友人が祝うもので，子供には衣服，鰻頭，餅菓子

等を，母親に対して，鶏の卵・魚・豚肉を贈る。その費用は相手方に長男が

生れた場合が一番高い。一般に男女の差はないと考えられているが，現実に

は男の場合が少し高いとのことである。)

農家可処分所得の全体像の把握はできなかったが，公社段階での社員貯蓄

は1979年で50万元， 1980年で50万元と L、う数字がえられた。総収入(公社分

配に限る)に対する比で約11%の貯蓄率である。筆者の個別調査対象農家に

おいては年間平均 1 戸当り 50~60元の貯蓄がなされている。

最後に，個別農家の支出と収入状況を一括して掲げよう(第79表から第84

表)。支出については，これまで述べてきたことも含めて，貨幣支出を中心

に調査を行ったが，食費等に関しては，現物支出，農家自己栽培野菜等の諸

要因によって必ずしも概括的に把握できなかった。ただ，もっとも詳細な数

値がえられたB家で代表させるならば， 総収入中 (2，200元)， 表に示した

費目だけで計算した支出は， 1， 741元から1，762元である。総支出を1，741元

でとらえるならば，エンケ守ル係数はかなり高L、。家族数の少ないF家でも，

総収入1，533元に対して，食費は986元で約64%を占めている。食費中の主食

と副食費の割合はB家で22:68であり F家の場合は19:81である。この比

率，そして，家計支出全体の構成比等が，都市のそれや，農村全体の平均と

くらべてどの程度のものなのかを判定することは，今後の課題となろう。

ただ，一方の収入構成を見たときに，現金収入部分については労働力数に

応じてかなりの差が見られることは注目されてよいように思える。先の食糧

分配において示したように，社員食糧分配においては，働きに応じて受取る

工分糧の比率が低く，食糧分配面では，平均主義的傾向が存在Lている。こ

の制度が続くかぎり，対人口政策で言えば，農家における人口抑制への効果

はうすし、。他方で，労働力が少なく，子供が多いことは，一人当り現金収入

を低下させることになり，児童・生徒の就学・進学率が高まっている状況で

は，人口抑制に結びつくことになろう。だが，同時に，労働力が多いことは

それだけ，収入を保障することでもあり，それは人口抑制に逆に作用する。
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第80表農家収入 (A家) (単位・人，元，以下同じ)

~I ①人口|②労働力|③現金収入除基本口糧|⑤総収入|⑤/①|⑤/②
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第81表農家収入 (B家)

年 l①人口(②労働力|③現金収入防基本口糧[@:総収入 (⑤/① |⑤/② 
附| 4 200~300 600 150 

1970 6 

1975 6 500~600 183.3 
開| 200 
1977 

1978 

1979 i 1，505 595 I 2，100 
1980 j 7 1，700 500 i 2，200 314.28 

第82表農家収入 (D家)

年 |①人口|②労働力|③現金収入l④基本口糧|⑤総点1⑤/①|⑤/②
1975 4 3 499 297.70 796.70 199.18 265.57 

1976 4 3 250 284 534 133.5 178 

1977 4 3.5 838 313 1，151 287.75 328.86 

1978 4 3.5 1，056 323.99 1，379.99 344.ヲ9 394.28 
1979 4→ 5 4 1，311 376 1，687 J 421. 75 421. 75 1337.4 
1980 5 4 1，370.56 429.57 1，800.13 360.03 450.03 

第83表農家収入 (E家)

年 1①人口|②労働力陣現金収入|④基本口糧|④総収入|⑤/①|⑤/②

1975 5 

1976 6 

1977 4 

1978 5 

1979 2 970 200 1，170 585 

1980 2 1，050 200 1，250 625 

第84表農家収入 (F家)

年 (①人口[②労働力|③現金収入除基本口糧|⑤総収入|⑤/① j⑤/②

1975 4 3.5 572 300 872 218 249.14 

1976 4 3.5 945 306 1，251 312.75 357.42 
1977 4 3.5 954 296 1，250 312.5 357.14 
1978 4 3.5 1， 138 374 1， 512 378 432 

1979 4 3.5 J，l30 319 1，449 362.25 414 

1980 5 3 1，170 363 1，533 306.6 511 

(注〉 労働力人口 0.5人は半労働力を意味する。
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しかも工業開発によって，就業機会が安定的に確保されるならば，それは人

口増の誇因になると考えることもできょう。収入，支出回での貨幣経済の比

率が増大する中で，そうした時代に対応する人口政策，農村政策の策定も称

陵に課せられた課題で、ある。

1) 農業部人民公社管理局「一九七九年農村人民公社三百三十九ノト大F人収主主分配情況調

査J11農業経済問題研究Jl1980. 10 28頁

むすび

本稿は，株陵人民公社の農業・工業のそれぞれの展開を都市経済や全国経

済との関連において特徴づけてきた。稼陵全体を見直すならば，株陵人民公

社は，その不利な条件と有利な条件をたくみに結合させた経済発展を実現し

たように思える。その不利な条件とは，耕地の狭さと労働力の多さであり，

また，有利な条件とは，大都市に近いということと， 自然条件にめぐ、まれた

ということである。こうした条件を生かして，稼陵人民公社工業は，おそら

く他の地域の農村工業に比べて， より付加価値の高い工業部門を選ぶことが

できたのであり，また，農業も，近代的資財を都市から積極的に導入しえた

のであった。その結果稼陵人民公社は一面では農村経済としてのその内部結

合の論理の希薄性を印象づけることになった。わが国の中国研究においては，

中国農村の特徴として，その自己完結的性格を指摘する例がしばしば見られ

たが，稼陵の場合にはその農村経済を律する論理はそれとは別である。そこ

では農村経済とL、う視角も，また農村内部の循環と L、う論理も，むしろ南京

市を中心としたより巨大な経済圏の論理におおわれてしまっている。南京を

中心とした分業構造の中に，工業と農業がそれぞれ別個に組み入れられ，ま

た，工業企業自身がそれぞれ別個に組み入れられる構造が確立しているので

ある。I それは，林陵の農業が都市化・近代化の影響を受け易いことを意味す

る。農産物費用上昇の可能性，過剰労働力の発生，土地をめぐる工業と農業

との争い等が今後予想される。これらはひとり稼陵だけの課題でなく，主要

には中央の政策に属する問題だが，都市と深く関わった株陵人民公社はそれ

にどう対応していくであろうか。
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